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売上推移 （百万円） ’対前年度比 （％）
86年 87年 88年 89年 87年 88年 89年
D　社 41，810 44，390 47，950 52，937 106．2 108．0 110．4
1　社 65，950 68，490 73，460 76，888 103．9 107．3 104．7
T　社 28，590 28，850 29，190 29，290 100．9 101．2 100．3
H　社 13，530 13，560 13，660 14，111 100．2 100．7 103．31
　　　　　　　ストアーズ社「’89百貨店調査年鑑」
　　　　　　　　　　　売上推移89は西日本新聞
（D社中期営業戦略案市場調査報告書，平成2年2月）
3）ミズ・ルネッサンス委員会のその後
　ミズ・ルネッサンス委員会は，パビリオン設置でいちおうその目的を達成したのである
が，当初の基本構想に沿って，今後も自己啓発に努めるという趣旨で，これを発展的に解
消し，新たに「ミズの会」を設立した。資料7は，「ミズの会」への入会案内である。
資料7
　　　　　　　　　　　　　「ミズの会」入会のおさそい
　このたび「新しい世界のであいを求めて」をテーマに，国内外の優れた文化・産業・技術を紹
介し，アジア・太平洋諸国との結びつきを深め，九州・福岡の活性化，国際化を図ることを目的
とする「アジア・太平洋博覧会一福岡’89」が福岡市において開催されることになりました。
　私たちは，上記博覧会において，女性としての発言の場を持つため，「よりよい21世紀創出の
ための女性の生き方」をテーマに，自主的に出展を企画しましたが，この意図はミズ・パビリオ
ンの創設によって，実現の運びとなりました。
　私たちといたしましては，これにとどまることなく，この博覧会を契機に，国際化時代に生き
る女性として，アジア・太平洋の女性たちとコミュニケーションをかわし，真の連帯づくりをし，
ひいては，自由で平和な国際国家日本の創出に，いささかなりとも貢献したいと考えております。
　そのためには，先ず，私たちは自己啓発に努め，国際的常識を身につけ，その役割を自覚する
必要があろうかと思います。
　そこで，私たちは前記ミズ・パビリオンを企画したミズ・ルネッサンス委員会（仮称「女性の
館」設立準備委員会）を発展し，拡大した「ミズの会」を，ここに新たに発足させました。
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　この「ミズの会」では，事業として，自己啓発のための「セミナー」や「シンポジューム」な
どの継続実施とともに，博覧会々期中は，ミズ・パビリオンのイベントの一環として，国際ミズ
・サミットや，アジア・太平洋ミズ・トークラリーなどの開催も考えております。
　また，私たちは，この「ミズの会」を，単に福岡だけのものとせず，各地に呼びかけて，その
輪を広げていきたいと思いますので，今後とも積極的に活動を展開していく所存であります。
　どうか私たちのこの趣旨に，ご賛同の上，ぜひご入会頂くようお待ち致しております。
　　　昭和63年2月
　　　　　　よびかけ人　　氏名
　現在会員は150名，会員の会費により自己啓発のためのセミナーを隔月に開催し，この
他，企業からの寄付や後援を募って，「アジア太平洋トークラリー」や「国際ミズ・シン
ポジウム」を毎年実施している。企業のなかでは上記D社も積極的な後援を継続している
が，これらの事業はミズ・パビリオンで採用した方式と異なり，「ミズの会」主体で計画，
実施されている。現在では，これらの活動を恒久的にしたいとの願望もあり，財団法人化
を目指している。つまり，ミズ・ルネッサンス委員会も，このミズ・パビリオン設置とい
う大事業を通して，確実に自立した大きな集団へと成長していると言えよう。
4）評価
　これからの女性の理想的なあり方を考える，つまり消費者としての立場からの女性問題
への提言に，企業がどれだけコミットできるかという観点から，ミズ・パビリオン設立の
経過と結果をみてきた。両者は，そもそもその存在の目的の違いから，ミズ・パビリオン
に対する態度も当然異なっている。
　まず第一に，その設立の目的は，ミズ・ルネッサンス委員会では女性問題を考えるとい
うことにあるが，企業の側では直接的にはこれを支援することで，女性に対するネットワー
クを広げ，企業イメージを高めるということ，そして究極的には企業の利益に結び付ける
ということにある。
　第二に，そのメッセージのターゲットを，委員会では女性問題を真に考える層という事
で，意識の高い層に絞っていたが，企業では売上に結び付けるため，現在の購買力が高い
層を中心にかなり広い範囲に広げている。
　第三に，それらのことの結果，メッセージの伝え方が異なってきた。このことは，具体
的な映像に関する両者の態度の違いに端的に表されている。
　しかし，これらの違いがあったにも関わらず，パビリオンは新しい女性の生き方への提
言という形で設置され，かなり内容は薄められたものではあったが，女性問題に関して確
実に社会に一定のアピールをすることができた。一方，企業の側もその企業目的をこのパ
ビリオン設置により，かなりの程度達成することができた。さらにこの過程に関わること
により，企業は自然にその体質が変えられ，女性を積極的に起用するようになり，また，
準備委員会もミズの会という，より発展的恒常的な組織に成長した。またとりわけこれに
関わった一人一人が，この過程を通して，さまざまなスキルを獲得し，個人的にもさらに
いっそう成長したことは言うまでもない。今後のそれぞれの発展も十分に期待できそうで
ある。
66 植　木　とみ子
　わが国は，アメリカなど西欧諸国と比較すると，これまで消費者の側からの企業に対す
る働きかけはあまり活発ではなかったと言えよう。それは，消費者と企業とは利害が対立
するものだという側面のみが強調され，一人一人の消費者が巨大な組織としての企業の力
の前に，いたずらに何をやっても無駄だという無力感をもっていたためではないだろうか。
しかし，冒頭に述べたように，現代，この対立構造は徐々に明確iではなくなってきている。
その中で共同作業をする場合，互いの立場を尊重するという基本的な姿勢を忘れさえしな
ければ，当初期待したよりも，より大きな成果が生まれるかも知れない。このミズの会の
ささやかではあるが，着実な運動の成果をみるとき，以上の感を新たにする。
、終わりに，この稿を作成することを承諾して下さった，ミズの会会長の徳本氏，また快
く資料を提供して下さった，D社の中山氏，栗原氏，　N社の一丸氏をはじめ関係諸氏に，．
心からお礼を申し述べたい。
